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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や 設定した問いに対して、根拠に基づいてその答を示すことがで
倫理観 きる。

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 項目作成、調査用紙の作成・実施、データの入力、統計処理、
報告書を作成できる。
統計技法の概念的理解を進めるとともに、データ解析ソフトウ
エアである HAD を使って分析できる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 ・質問紙作成、データ収集、データ入力の実際を体験し、質問紙調査における研究の流れを理解する。
・調査研究に必要な統計学の基本的概念を理解し、データ解析に応用できるようになる。
・データ解析を行うためのソフトウエアの使い方を習得する。
・データ解析の結果を論文の形式にまとめられるようになる。

(5)授業計画 第１週　調査研究法概論・質問紙作成法　　
第２週　定義・項目作成　　　　　　　　　
第３週　質問紙の作成
第４週　データ入力　　　　　　　　　　　       
第５週　記述統計（レポート）　　　　　　
第６週　項目分析・信頼性（レポート）　　
第７週　妥当性・因子分析　I 　　　　　　 
第８週　因子分析　II （レポート）
第９週　t-test（レポート）
第10週　カイ二乗検定（レポート）　　　　　　　　　　
第11週　分散分析（レポート）
第12週　２要因分散分析（レポート）
第13週　重回帰分析    （レポート）    
第14週　試験　最終レポートのまとめ方

教育実習による欠席分については、授業内容に応じて適宜指示をします。
授業最終回に授業アンケートを実施します。

(6)成績評価の方
法

・ 毎週の課題レポートは合格、再提出の二段階で評価。すべてのレポートが合格になった者のみが最終
レポートを提出することができる。
・質問紙調査法の基礎、統計手法についての理解度を測る小テスト　40%
・質問紙調査法の基礎、統計手法についての理解度を測る期末テスト 33%
・分析結果を他者にわかりやすいように伝えられるかどうかを確認するe-ALPSへの研究成果報告２％
・分析結果を論文形式にまとめる力を確認する最終報告書25％
・得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可

(7)成績評価の基
準

心理尺度を自ら作成し、質問紙調査研究に必要な手続きを指示に従って遂行し、分析に必要な統計概念
を理解し、その結果を学術論文の形式に沿ってまとめることができたら「卓越している」、一部に不十
分な点があるだけなら「かなり上にある」、いくつかの部分に不十分な点があれば「やや上にある」、
いずれも不十分な点を残しつつもすべての課題をこなすことができれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

各グループは尺度作りを行うが、授業で作成した定義に沿って、質問項目を２０個ほど作成する。
検討会で受けた助言を基に、最終尺度項目を作成する。
作成された質問紙(グーグルフォーム)を１０人に実施してもらう。
授業の内容についての小テストがあるので、準備をする。
授業で示された課題に沿って、毎回の授業レポートを作成する。
期末試験に向けて、すべての統計授業の内容について復習する。
調査の結果をまとめる最終レポートを作成する。
最終レポートの結果をわかりやすくまとめ、e-ALPS掲示板に投稿する。

・この授業は90時間の学修を必要とする内容である。従って,60時間以上の時間外学習が必要となる。

(9)履修上の注意 第１回目の授業から授業時間をフルに使った(18:20まで)グループ作業があるので、授業日の夕方には予
定を入れないようにする。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

tomonet@shinshu-u.ac.jp



【教科書】 南風原朝和著　心理統計学の基礎　統合的理解のために 　有斐閣

【参考文献】 必要に応じて授業内で指示する


